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各
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忍 後 鞠加妻大妻 加 正 船忍 鞠早

島川藤
内 藤 清 川淵

又 主
葉

玄叶ロ 鹿 正
人 本

てー、 帝国

丘ノ ‘ 之
城

び衛番助柵弘末清 形 頭ぴ番馬

の

切

吉吉吉桐桐桐桐吉 IL割_ 豊竹 段 J大士口 士口 士にコ

田田 田 竹竹竹 竹 田 澤 本 田田田
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太
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三平南お典濡

原岡
方

十

博丹
次

兵

造平衛早母郎

兵髪
I 

衛長 1

人

形 1

役 i 切

- 1--段
吉吉吉桐吉吉桐

割 1

野竹豊竹

-―l澤本澤本

の五

田田田竹
田田

竹

． 榮小
玉玉光岨 門

三兵

、徳男造訟郎吉造

五

共
に
こ
の
第
八
引
窓
の
場
が
有
名
で
あ
る
。

本
曲
は
寛
延
二
年
七
月
（
二
四

0
九
）
竹
本
座
上
場
。
竹
田
出

雲
、
三
好
松
洛
、
並
木
千
柳
合
作
で
全
九
段
か
ら
な
る
。
大
阪
の

開
取
濡
髪
長
五
郎
は
背
主
山
縮
奥
五
郎
と
そ
の
懲
人
吾
妻
の
為
に

盛
し
、
遂
に
平
岡
三
原
等
の
武
士
を
殺
す
は
め
に
な
る
。
長
五
郎

解
し
、
長
五
郎
を
河
内
の
母
方
へ
落
と
す
。
長
五
郎
の
母
の
義
理

の
作
南
呉
兵
衛
（
南
方
十
次
兵
衛
）
は
捕
手
の
役
人
だ
っ
た
が
、

「
壽
の
門
松
」

と
西
澤
一
風
、
田
中
千
柳
合
作
「
昔
米
萬
石
通
」

（
享
保
十
年
正

月
1
1
二
三
八
五
1
1
豊
竹
座
上
場
）
と
を
併
ぜ
て
趣
向
を
立
て
た
も

の
。
尚
、
第
二
但
撲
の
場
、
第
四
米
屋
の
場
、
第
六
橋
本
の
場
と

（
享
保
―
―
一
年
正
月
1
1
二
三
七
八
1
1
竹
本
座
上
場
）

飩
の
心
を
察
し
て
、
長
五
郎
を
逃
す
と
云
ふ
筋
で
、
か
の
近
松
作

吉相重住

五―
生

太

郎夫造夫

太

と
仲
の
悪
る
か
っ
．
た
放
駒
長
吉
は
妹
お
闊
の
意
見
で
長
五
郎
と
和

弓I

窓

り）

引

窓

の

双

蝶

々

曲

輪

H
記

段



で隕に は此 双開那はふ

あのな折も放駒の臨肌ぬ ーの嘗時塁
つ墜援 つ 方 卜が-・

たが は た0 折' 吉長のと にも が吾妻 奔で走い 郎が 方な 居た 梗

、も互土 身請 に ‘らがに
此 のひ俵 ，＇ は 藤屋 ぬ‘知

の凄にの云け ‘績けを 恩誼五長ら

の晴 く‘ 人氣相 合顔 ふ閥 話が 瑯衛右門 吾の妻を を 郎 れた 概

勝負屋小 せ 取持 て うは闊取
撲 が が ち ゐ けか

に もの愛濡肩を上と た身門てね塁儡〈‘ に濡閃割こ つ云° ゐ ‘ 
髪は とと入てふ た 髪濡

と放駒/: れゐ武士 すの
‘ててた るでの

態とかば ‘ ゐが執も に ‘ 甕
り双云た゜ ‘ 就 そ

撲相の方ふ そ心 いの兵術郎と
盛のこ れで て若

．を況最と に‘ は旦に云

しの 得を 講た云 礫 る の 振
て心又 中がつ性がのだこ つ

、も長五意 の ‘ て 来 喧胃飛だがとて
改租 見衆放駒 ‘ ん 0 '放駒をや

めて ぎ‘郎も たしをの髪濡 だ° 人二勝誇ち つた

腕此... 0 領ん喧をき の にの

の虐共 で嘩好我の 間は つ 宜 だ゚
血に々 吉長 が放駒は たし
を濡意見 き 家 喧嘩放駒頼み＜ そ
す にをへ れ
す愛とを 、盗心配 呼‘ に庄 は
り放す 人 ぴ茶碗 な た云
合駒 る のし寄 つーい ふ
ふ は の

汚＇ てせの
て向第ま

仲 ‘で ゐてか ‘知そでで
に 目 ヽ

る喧？ た 遂 あなも
な出始 つ姉 を にらつ

つ度く め けの つ
ぱ 顔ぬ た゚ ＜ ‘ た て 不、 闘お かし ける

° 和解 吉長 茶碗で 吾妻
心はけと のゐ

..... 
/~ 



人

禿

の

七

竹

富

太

夫

竹
千
駒
太
夫
や
ら
、
朝
の
六
ツ
か
ら
、
上
衣
下
衣
引
重
ね
、
禿
は
袖
の

（豊豊
（

竹

本

隅

若

太

夫

豊

竹

司

太

夫

證
の
、
文
の
使
び
の
一
一
度
＝
一
度
、
い
つ
が
春
や
う
、
花
ぢ

と
で
な
ぶ
ら
れ
、
内
で
は
せ
か
れ
、
ほ
ん
に
身
も
よ
も
内

竹

本

八

十

太

夫

澤
山
そ
ふ
に
、
言
ふ
て
お
く
れ
な
、

ェ
、
う
き
の
里
、
そ

禿

-~、
竹竹

本本

雛源

太太

夫夫

春
風
に
、
う
か
れ

l
＼
て
花
の
里
、
か
む
ろ
ー
＼
と
、

禿

竹

本

叶

太

夫

（
床
本
）

人

禿

段

が
こ
れ
に
嘗
っ
た
美
し
く
眼
や
か
な
新
曲
で
あ
る
。

千
鳥
、
下
の
巻
二
人
禿
の
全
二
景
か
ら
な
り
、
振
付
は
小
村
若
榮

本
曲
は
今
度
新
し
く
西
亭
に
よ
り
作
詞
作
曲
さ
れ
、
初
め
て
文

架
座
の
舞
豪
に
上
場
さ
れ
る
事
と
な
っ
た
所
作
事
で
、
上
の
巻
濱

＿

一

人

禿

の

段

景

事

里：

旱
早げ

色i



禿 禿

吉 桐 面；鶴豊砿簸臼扉玉砿

田 竹
澤 澄 嘔 澤澤澤澤蕩澤澤

光 飽
八吉寛仙新潤八吉寛仙

＝ 三伊 五 治

造 松 造祁弘松郎三造郊 郎 糸

こ 櫻

t 慧I 
五 大 よーた夜四ふ

ろ ヽ
番 阪

いの 番屋糸 え‘ の月 五 初めりヽで~ 散 の で
槃 る せ ヽ は い ， は てさ 重

まし 吉は ま 予喜 と 黄
酒屋 の簗 ふん冑 ま‘ に‘ つVヽ さ

ん野 ヽ
つ の ん さ の つ七く

° の か 風 姿

~ カゞ 喚 二 い重つ

腐 わ さ ヽ
番 度にくで

い ヘ 咲 ＝ きよ ‘つ
ヽ

盆糸
ヽ い ヽ

り い の て
琴は にくさ ょ た 立 眠 ょ の ‘ん

て ぎ

〈、
て 士局 う 応糸 ま．十は

面 櫻 て カゞ さで 三 莉
白 吹 iヽで

良 人宍つ十を
い か ＜ 咲 ふ

形屋 可 いた 五十四ヽ つく‘ 花 む ヽ い
座 黄四 て

の ろ 閉た ヽ の愛‘
里 は 櫻

れば牡丹 所で御

京 娘、い ェ 一 ニヽ 室 可 に で L 、- -
心 の 烹危

． 

三 京つ 寸-- -一

ご 初 番 でで V ＝＝ 

八



ツ

妻

戸

無

涅

娘

小

浪

レ

（

竹

本

津

磨

太

夫

豊

竹

宮

太

夫

竹

本

隅

若

太

夫

五

豊

竹

司

太

夫

九

唯
一
刀
と
存
ぜ
し
に
、
汝
が
金
銀
を
以
て
媚
詔
ひ
し
故
討

（

竹

本

津

磨

太

夫

豊

竹

宮

太

夫

梗

出
す
事
が
多
い
。

概

豊

竹

呂

太

夫

ご

竹

本

南

部

太

夫

道

行

旅

路

の

嫁

入

の

段

道
行
旅
路
の
嫁
入
の
段

九
段
目
山
科
閑
居
の
場
を
逆
に
使
っ
た
行
き
方
の
も
の
で
、
聾

並
木
千
柳
合
作
）
の
第
八
段
目
「
滸
行
旅
路
の
嫁
入
」
と
績
け
て

若
狭
之
助
は
本
蔵
に
向
つ
て
、
師
直
に
怨
み
あ
れ
ば
、

洩
ら
し
、
我
は
詔
ひ
武
士
と
殿
中
一
杯
の
取
沙
汰
、
共
方

11)
八
月
竹
本
座
初
演
。
全
十
一
段
で
竹
田
出
雲
、
三
好
松
洛
、

竹

本

伊

逹

太

夫

（
寛
延
元
年

11ニ
四

0
八

通
歌
舞
伎
で
も
「
慨
名
手
本
忠
臣
蔵
」

恨

名

手

本

忠

臣

蔵

【
夜

の

部
】



娘 戸

小 無

浪 瀬

人

形

吉

田
，
榮

桐

竹

紋

十

郎

役

割
豊

遷

猿

郎

之
助
の
眼
に
も
涙
が
浮
ん
で
ゐ
ま
す
。

哀
別
の
涙
を
呑
ん
で
行
く
本
蔵
の
後
姿
を
見
送
る
若
狭

B

典
へ
、
妹
の
膿
に
師
直
が
屋
敷
の
圏
面
を
取
ら
せ
て
、
大

白

（
鶴
澤
友
衛
門
ま
す
。
若
狭
之
助
は
虚
無
僧
の
編
笠
尺
八
袈
裟
を
餞
別
に

野

壊

訟

之

輔

野

湮

勝

太

郎

鶴

澄

燕

野

涸

鶴

澤

（

野

激

松友

之衛

助門

喜

左

衛

門

べ
、
本
蔵
ば
壼
子
の
秘
密
を
語
り
て
主
君
の
武
運
を
喜
び

は
我
れ
を
蝙
っ
た
な
と
云
つ
て
死
罪
を
申
渡
し
ま
す
。
若

狭
之
助
は
自
ら
庭
へ
下
り
、
太
刀
振
下
し
て
、
伴
左
衛
門

を
斬
り
、
返
す
刀
で
本
蔵
の
縄
を
切
解
き
ま
す
。
若
狭
之

助
は
本
蔵
に
永
の
暇
を
遣
し
、
尚
短
慮
を
止
め
た
隠
を
述

星
方
へ
土
産
に
せ
よ
と
一
云
ひ
ま
す
。 J

O
 



北

新

地

河

庄

の

切

段
鶴

澤

清

豊

竹

古

靱

太

夫
六

豊

澤

廣

助

中

竹

本

重

太

夫

れ
た
治
兵
衛
様
だ
が
共
の
兄
の
粉
屋
孫
右
衛
門
や
女
房
の

紙
屋
治
兵
衛
ぱ
嬰
五
左
衛
門
の
為
に
少
か
ら
ぬ
金
子
を

融
通
し
た
が
、
わ
ざ
と
茶
屋
酒
に
浸
つ
て
自
か
ら
消
費
し

た
様
に
見
せ
か
け
た
。
そ
の
内
に
曾
根
崎
新
地
祀
の
國
屋

小
春
と
い
ふ
遊
女
と
馴
染
を
重
ね
、
今
宵
も
揚
屋
の
河
庄

で
、
江
戸
屋
太
兵
衛
と
身
請
の
張
合
。
小
春
は
死
ぽ
ど
惚

梗

概

卜
'
o

＊
 

H
初
日
で
竹
本
座
に
か
け
た
も
の
で
、
心
中
の
・
日
眉
と
さ
れ
て
居

悔
死
を
し
た
小
春
治
兵
衛
の
件
を
す
ぐ
さ
ま
脚
色
し
て
十
二
月
六

る
名
作
で
、
享
保
五
年
十
月
十
五
日
の
明
方
大
阪
綱
島
大
長
寺
で

J

の
潅
瑠
璃
は
文
豪
近
松
門
左
術
門
が
一
代
の
傑
作
と
い
は
れ

北

新

地

河

庄

の

段

紙盆

屋ゃ

治ち一

兵へ

衛ぇ



位



見i 仲 善 太 粉河河紀紙

屋庄庄([) 屋

物 兵
孫 國

屋 治
右

女亭 小兵
衛

人居 I＇ ヽ 衛 門房主春術

大吉百扇五扇桐桐吉吉吉

田 田竹 田 竹 竹 竹 田 田
田

ぜ 文
藤光亀光亀門政兵 榮

五

Vヽ 造訟造秘造絹次郎三

し路 物太春暮春を なの居 でづお

て の縄竺術丘のし なく心底を た紙沿 死かさ
死乞 暇身昧 宵意た家 ° ぬし‘ ん
に のにが いにり、 死の気 に

行くに生及小判もと入 思ぬ宅で丘泊術 泣
きき ん み云れヽ衣閂 ひほでゐ い

。 た恥で鼻をえふ や思どはた° 頼てま
春 小 を 人 て° 分自 る 房女 は

さ殺かに今 ff治共 のとひ 腹
とらの は はま‘つお 立をれ‘ 
手す罪をけ板 守子な わおめさ
による りさたんて
手り犯の挟み女房 のん男は・ し涙を
をはし頬がで りもはと矩憶 欝 呑
取とて あのとの自切 へん
つ ‘しにさる操貞しを分れを るで
て丁ま ° て質入のる濯

゜`
大度ふわ所に三 義とめ

長寺 死出

゜
りへ泣き人し理い待て 盆は につ愚敵 仲てがふ

をの ‘ ‘よ も齊ま小春 つ 人ー 愛相指旅 匁 の小く小 て



下

女

り

ん

吉

田

玉

徳

娘

小

浪

吉

田

榮

郎

此
虐
に
一
同
心
も
解
け
て
目
出
度
祝
云
。
大
星
は
江
戸

へ
登
す
る
。

妻

戸

無

瀬

桐

竹

紋

十

郎

綸
圏
面
を
贈
つ
た
。

大

星

力

弾

桐

竹

紋

司

由

良

之

助

へ

身

の

言

び

繹

、

婿

へ

の

引

手

物

は

師

直

方

の

妻

お

石

吉

田

小

兵

吉

と
立
會
び
、
我
と
我
が
脇
腹
へ
槍
の
穂
を
つ
き
刺
し
て
、

加

古

川

本

蔵

吉

田

玉

助

生
き
て
居
ら
れ
ぬ
と
、
．
ま
づ
舟
が
娘
の
介
錯
、
振
上
げ
た

本
蔵
で
あ
っ
た
。
本
蔵
は
、
わ
ざ
と
悪
口
を
吐
い
て
力
瀕

大

星

由

良

之

助

吉

田

榮

カ
の
手
の
内
を
待
て
と
止
め
た
の
は
門
前
に
尺
八
を
吹
く

人

形

役

割

を
断
は
ら
れ
た
。
本
蔵
の
仕
打
を
恨
ん
で
ゐ
る
。
母
子
は

鶴

澄

清

則
子
は
、
大
石
の
妻
お
石
か
ら
き
つ
ば
り
と
力
薦
と
の
縁
談

後

竹

本

織

太

夫

は
る
人
＼
と
山
科
の
大
石
閑
居
に
辿
り
つ
い
た
小
浪
母

前

~-
鶴竹豊豊

澄本澤竹

寛南仙呂

：：ム部（ 太叫太 、

郎夫糸夫

山

科

閑

居

の

段

慨 9

名な

手て

本~~

忠忍

臣L

蔵も・

山

科

閑

居

の

段

ー
四





内案御席場御座架文

ー

一

陪

禽

堂

宣 畿 侃 ~ 
、
、
、
、

御
鵬
覧
席
は
大
部
分
椅
子
席
に
な
っ

て
居
り
空
す
か
ら
お
一
人
で
も
御
愉

快
に
洋
服
で
も
お
榮
に
御
見
物
が
出

末
、
ま
た
お
出
入
が
御
自
由
で
す
。

、
、
、
、

前
賣
切
符
●
壼
等
席
の
お
切
符
は
五

日
前
か
ら
疲
賣
致
し
ま
す
。

ま
た
五
日
以
後
の
お
切
符
も
壼
等
席

に
限
り
御
豫
約
申
し
上
げ
ま
す
か
ら

上
圏
の
座
席
表
に
依
つ
て
お
早
く
御

望
み
の
御
場
席
を
お
申
し
込
み
に
な

れ
ば
お
心
の
ま
4

に
お
好
き
な
虞
が

御
自
由
に
と
れ
ま
す
。
御
用
命
の
お

節
お
呼
出
し
の
電
話
は

南
四
七
壷
壷
番
で
御
座
ゐ
き
す
。

切
符
資
湯
・
右
指
定
席
切
符
は
嘗
日

前
賣
と
も
正
面
西
側
本
家
入
口
に
て

取
扱
し
て
居
り
ま
す
。

1
一
等
席
•
一1一
等
席
切
符
は
嘗
日
正
面

入
口
に
て
登
賣
致
し
亨
す
。

一
六
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